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平
成
二
十
一
年
、
鮫
川
村
図
書
館

は
耐
震
診
断
の
結
果
、
建
物
の
一
部

に
耐
震
力
が
不
十
分
な
箇
所
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
耐
震
補
強
工
事
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
階

段
部
分
に
大
き
な
亀
裂
が
生
じ
、
図

書
貸
し
出
し
業
務
を
一
時
的
に
村

歴
史
民
俗
資
料
館
に
移
設
。
平
成

二
十
四
年
度
に
改
修
工
事
が
完
了
し
、

四
月
十
六
日
の
開
館
を
迎
え
ま
し
た
。

　

耐
震
面
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、「
舘
山
を
眺
め
な
が
ら
本

が
読
め
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
計

さ
れ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
部
分
は
、
大

き
な
窓
と
広
々
と
し
た
展
望
デ
ッ
キ

図
書
館
を

も
っ
と
身
近
に

[

特
集]

利用時間 午前９時３０分～午後６時

休 館 日 毎週月曜日、祝日

　　　　 １２月２９日～１月３日

所 在 地 大字赤坂中野字新宿６４番地１

　　　　 ☎４９－１１５０（ファックス兼）

利用方法 図書を借りる場合は、受付にて

図書貸出交付申請書に必要事項

を記載し、図書貸出券の交付を

受けてください。また、学習など

で利用する場合は、係員に声を

かけてください。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
図
書
館

読
書
・
学
習
環
境
が
充
実

に
よ
っ
て
開
放
的
で
鮫
川
村
の
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
階
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
広

く
な
っ
た
こ
と
で
、
読
書
環
境
だ
け

で
な
く
学
習
環
境
も
充
実
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
に
図
書
館
を
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
定
期
的
に
催

し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
を

対
象
と
し
た
「
お
は
な
し
の
森
」
は

五
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
の
午
後
四
時

か
ら
実
施
。
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、

紙
芝
居
な
ど
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
親
子
読
書
教
室
」
を
六
月
か
ら
毎

月
一
回
実
施
し
、
本
に
触
れ
て
親
し

む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

１階には主に幼児・児童向けの図書が並んでいます。畳の読書スペースは⼦どもたちのお気に⼊りの場所になりそうです

外観

学習

体感

　以前よりも広く
なった玄関や駐車
場。多くの人に利
用してもらうため
に、ゆとりのある
空間、さらに利用
しやすい施設へと
生まれ変わりまし
た。

　２階の本棚には、
実用書が並んでい
ます。また、学習
机もあり落ち着い
て学習できる空間
になっています。
大きな窓からは舘
山を望むことがで
きます。

　１階奥にはパペ
ットシアター、２
階奥には村の四季
や動植物を紹介す
る展示物がありま
す。読書以外にも
親子で楽しめる工
夫がたくさんあり
ます。

　

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
閉

館
し
て
い
た
「
鮫
川
村
図
書
館
」
の

一
部
が
新
し
く
な
り
、
四
月
十
六
日

に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
図
書
館
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
図
書
館
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
書

館
や
読
書
の
魅
力
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。



鮫川小４年

土手内吉輝さん 鈴木修希さん
蛭田樹璃さん　（写真左から）
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　夕方は下校した小学生が集まり、

少しにぎやかになる図書館。鮫川小

４年生の土手内吉輝さん、鈴木修希

さん、蛭田樹璃さんは陸上の練習を

終えて迎えを待つ間、宿題をしよう

とやってきました。

「家で宿題をやらなくていいように

待っている間にやっています。家だ

とみんなとしゃべっちゃうから、宿

題がなかなか進まないんです。図書

館だと集中してできます」と、学習

環境としても利用されています。一

階の畳スペースが子どもたちのお気

に入りの場所になっているようで

す。

　秋まで続く陸上の練習。「これか

らも練習が終わったら、宿題をやる

ために図書館に来たいと思います」。

夏休みなどの長期の休みには、さら

に子どもたちの利用が多くなりそう

です。

　月に数回は図書館を利用している

という市川真澄さん。娘の愛依ちゃ

んと一緒に「親子読書教室」にも参

加。教室では、読み聞かせのほかに

工作も行いました。

「工作も楽しみの一つだったようで、

そこから娘も本に興味を持つように

なって、教室が良いきっかけ作りに

なったと思います」。今では、愛依

ちゃんも自分の図書貸出券を作りお

姫様などのかわいい本を借りて読ん

でいます。

　また、幼い子どもがいる母親たち

の交流の場としても利用できるので

はないかと話します。

「小さい子どもを連れて遠くまで出

かけるのは大変ですから、図書館が

母親同士の交流の場、憩いの場にな

るといいですね。子どもたちが本に

触れる機会にもなると思います」

　本の読み聞かせボランティアをし

ている「おはなしポケット」。図書

館で催す「おはなしの森」、「親子読

書教室」や小・中学校で活躍してい

ます。

　代表を務める須藤幸子さんは活動

の中で「親子読書教室に参加したお

母さんの膝の上に子どもがちょこん

と座り聞いている姿を見て、微笑ま

しい気持ちで本を読んでいます。普

段は忙しいお母さんと子どもがほっ

と一息つける時間になっているんだ

と思います」と笑みがこぼれます。

「絵本には対象年齢はありません。

子どもから高齢者までが楽しめるも

のです。ぜひ、お子さんと一緒に読

み聞かせを聴いて息抜きをしてみま

せんか」と、図書館の催しなどに気

軽に参加してほしいと話してくれま

した。

声ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
　

子
ど
も
の
活
字
離
れ
が
急
激
に
進

み
、
読
書
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
時
期
の
読
書
は
重
要

で
、
乳
幼
児
で
は
、
親
と
一
緒
に
絵

本
を
読
む
こ
と
で
親
子
の
会
話
を
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
時
期
は
人
格
形
成
に
と
っ
て
重

要
で
、
絵
本
か
ら
受
け
る
刺
激
や
親

子
の
対
話
な
ど
は
、
乳
幼
児
の
心
の

栄
養
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
の
時
期
で

は
、
読
書
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
に
、「
読
書
を
し
よ

う
」
と
自
ら
動
く
こ
と
で
行
動
力
が

身
に
つ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
読
書
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
家
庭
の
読
書
環
境
や
家
族

の
協
力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
く
図
書
館
を
大
い

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
で
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が

読
み
た
い
本
を
選
ん
で
親
の
膝
の
上

で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
、
絵
本
を
通

し
て
会
話
を
す
る
時
間
を
少
し
で
も

多
く
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
は
多
く
の
人
が
集

ま
る
場
所
で
す
。
読
書
や
勉
強
を
す

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
接
す

る
機
会
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
し
ょ
う
。「
堅
苦
し
い
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
な
図

書
館
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
、
居
心
地

が
良
い
空
間
を
提
供
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

読
書
や
勉
強
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
に

図書館をとりまく
勉強に集中できる場所 図書館の催しがきっかけに

工作を通して、本に興味を

奧貫 洋 村教育長

親子で読み聞かせを聞くことで
ほっと一息つける時間になる

　くまの子は船を見まし
た。うさぎの子はバスに
のりました。きつねの子
はどちらもしりません…。
でも「ぼくだけしってる」
ことに出会います。

　みんなの前で話すのが
なによりも苦手な暁音。
日直のスピーチのとき、
落語好きの三島君に助け
られ、落語に引き込まれ
ていく。少しずつ勇気が
わいてくるお話。

　おばけのしわざ？　つ
ぎつぎとクレヨンたちが
連れ去られ、とうとうく
ろくんだけに。足あとをど
んどんたどっていくと…。
なぞのおばけのしょうた
いは！

　ママはうんてんし、パ
パはかんごし、保育園に
通うのぞむと妹。ママの
誕生日に旗をふってお祝
いしようと思いついたけ
れど、雨が降ってきて…

〈幼児向け〉

くろくんとなぞのおばけ
なかやみわ著／童心社

〈小学中学年向け〉

ぼくのママはうんてんし
おおともやすお著
福音館書店

〈小学低学年向け〉

ぼくだけ　しってる
もりやまみやこ著
あかね書房

〈小学高学年向け〉

夜明けの落語
みうらかれん著／講談社

パ
通
誕
い
れ

ぼ
お
福

た
の
は
で
こ

ぼ
も
あ

な

落
ら
て
わ

夜
み

⼦どもたちに
おすすめの
⼀冊を紹介

図
書
館
を

も
っ
と
身
近
に

[

特
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市川真澄さん / 西山字水口

おはなしポケット

須藤幸子代表／赤坂東野字遠ヶ竜
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新
し
い
区
長
、
副
区
長
お
よ
び
行

政
連
絡
員
に
、
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
付
で
村
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

　

な
お
、
四
月
九
日
に
役
場
正
庁
で

開
か
れ
た
区
長
・
副
区
長
会
議
で
、

区
長
等
会
会
長
に
関
根
貢
西
山
区
長
、

同
副
会
長
に
松
本
惠
治
富
田
区
長
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

村
総
務
課
総
務
係
☎
４
９-
３

　

１
１
１

　

平
成
26
年
度
鮫
川
村
職
員
採
用
候

補
者
試
験
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
職
種　

一
般
事
務

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格

　
　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

方
で
、
大
学
卒
ま
た
は
平
成
26
年

　

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
試
験
方
法

　

第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
（
大
学

　
　

卒
業
程
度
）
／
各
種
検
査
（
事

　
　

務
適
性
検
査
、
一
般
性
格
診
断

　
　

検
査
、
職
場
適
応
性
検
査
）

　

第
２
次
試
験
…
個
別
面
接
、
小
論

　
　

文

■
試
験
の
期
日
お
よ
び
場
所

　

第
１
次
試
験
…
平
成
25
年
７
月
28

　
　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
９
時
30

　
　

分
受
付
・
福
島
大
学
（
福
島
市

　
　

金
谷
川
１
番
地
）

　

※
８
月
下
旬
に
役
場
掲
示
板
に
合

　
　

格
者
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ

　
　

か
、
受
験
者
全
員
へ
個
別
に
通

　
　

知
し
ま
す
。

　

第
２
次
試
験
…
第
１
次
試
験
合
格

　
　

者
に
対
し
て
後
日
通
知
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き

　

申
込
用
紙
の
請
求
…
申
し
込
み
用

　
　

紙
は
、
役
場
総
務
課
で
交
付
し

　
　

ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

　
　

は
、
封
筒
の
表
に
「
大
学
卒
程

　
　

度
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

　
　

書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼

　
　

っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

　
　

筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
…
申
込
用
紙
に
必
要
事

　
　

項
を
記
入
し
、
役
場
総
務
課
に

　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

　
　

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
３
８
０

　
　

円
切
手
（
簡
易
書
留
）
を
貼
っ

　
　

た
自
分
あ
て
の
封
筒
を
同
封
し
、

　
　

封
筒
に
「
大
学
卒
程
度
試
験
申

　
　

込
」
と
朱
書
き
し
て
簡
易
書
留

　
　

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
　

平
成
25
年
５
月
30
日
（
木
）
か

　

ら
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
（
執
務

　

時
間
中
に
限
り
ま
す
）。
郵
便
に

　

よ
る
申
込
書
の
提
出
は
、
６
月
26

　

日
（
水
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

　

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

村
総
務
課
総
務
係
☎
４
９
―

３

　

１
１
１

■赤坂東野・石井草区

■富田区 ■赤坂西野区

■渡瀬区 ■西山区

■青生野区 ■赤坂中野区

平
成
26
年
度

鮫
川
村
職
員(

一
般
事
務)

採
用
候
補
者
試
験

行政

NAVI

新
し
い
区
長
さ
ん
ら
が
決
ま
り
ま
し
た

村職員人事

▶農林課長兼振興公社準備室長〔併
任〕農業委員会事務局長（議会事務
局長〔併任〕監査委員会書記）本郷
秀季▶教育課長兼公民館長（さめが
わこどもセンター副主幹兼事務長
兼鮫川保育園事務長〔併任〕鮫川幼
稚園事務長）小松毅▶さめがわこど
もセンター主幹兼所長兼鮫川保育
園長〔併任〕鮫川幼稚園長（鮫川幼
稚園副主幹兼教頭）鈴木令子

［課長補佐職］
▶議会事務局長〔併任〕監査委員
会書記（農業委員会事務局長）増
谷隆夫▶鮫川保育園副主幹兼副園
長兼さめがわこどもセンター副主
幹兼次長 ( 鮫川保育園主任専門保育
士）芳賀洋子▶農林課長補佐〔併任〕
派遣鮫川村土地改良区 ( 農林課長補
佐）村山義美▶鮫川幼稚園副主幹兼
教頭 ( 鮫川保育園）鈴木恵美子

［係長職］
▶選挙管理委員会係長〔併任〕総務
課総務係長 ( 農林課農政係長）鈴木
庄悟▶企画調整課商工観光係長兼
交流施設係長 ( 選挙管理委員会係長
〔併任〕総務課総務係長）星徹▶農
林課農政係長兼振興公社準備室 ( 企
画調整課商工観光係長兼交流施設
係長兼振興公社準備室）我妻正紀▶
派遣社会福祉協議会 (住民福祉課福
祉係）鈴木芳子

［主査職］
▶さめがわこどもセンター兼鮫川
保育園〔併任〕鮫川幼稚園（住民福
祉課健康係）矢吹智広▶住民福祉課
健康係 ( 総務課税務係）中川西幸雄
▶総務課税務係 (教育課生涯学習係
兼公民館主事）矢吹直美▶教育課生
涯学習係兼公民館主事 ( 住民福祉課
住民係）中川西ミユキ

［主任主事職］
▶農業委員会兼農林課農政係〔併任〕
土地改良区事務局（企画調整課国土
調査係）高坂正紀▶住民福祉課住民
係 (総務課税務係）本郷睦
■新採用（４月１日付）
▶総務課税務係水野雄隆▶住民福祉
課福祉係坂本雄希▶住民福祉課健康
係兼こどもセンター栄養士菊地妙子
■退職（３月 31 日付）
▶佐藤文夫 ( 農林課長兼振興公社準
備室長）▶北條利雄 ( 教育課長兼公
民館長 ) ▶菊地朋子 ( さめがわこど
もセンター主幹兼所長兼鮫川保育
園長兼鮫川幼稚園長）▶遠藤サト子
( 鮫川保育園副主幹兼副園長）

■異動（４月１日付）
※（　）内は旧所属

問

問

[課長職]

区長
佐川　一郎（内ヶ竜・新）

区長
松本　惠治（彦次郎・新）

区長
藤田　義人（関下・新）

区長
白石　政敏（反谷地・新）

区長
矢吹　俊次（塩倉・再）

区長
関根　　貢（水口・新）

区長
岡部　啓一（大塩・新）

森　　　洋（楢久保・新）

青戸　禎美（前沼・新）

芳賀　精治（江竜田・新）

岡部　照夫（大犬平・新）

白坂　勝徳（茅・新）

本郷　弘義（落合・新）

金澤　一四（真坂・新）

近藤　清次（内ヶ竜・再）

菊地　清榮（彦次郎・再）

藤田　幸雄（関下・新）

白石キヌ子（反谷地・新）

矢吹　正二（仁田・新）

関根啓太郎（余所内・新）

橋本　正嗣（宿ノ入・再）

副　区　長

副　区　長

副　区　長

副　区　長

副　区　長

副　区　長

副　区　長

行政連絡員

行政連絡員

行政連絡員

行政連絡員

行政連絡員

行政連絡員

行政連絡員



８９

第２２回さわやか高原

ロードレース大会参加者募集

行政

NAVI
　

国
道
３
４
９
号
鮫
川
バ
イ
パ
ス
（
延

長
３
㌔
）
の
開
通
式
が
３
月
27
日
、

中
野
ト
ン
ネ
ル
（
赤
坂
中
野
字
伏
木

田
地
内
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
道
３
４
９
号
赤
坂

中
野
字
新
宿
地
内
の
道
路
は
、
道
幅

が
狭
く
歩
道
が
な
い
た
め
、
抜
本
的

な
道
路
改
良
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
工
事
は
昭
和
61
年
に
着
工
し
、

総
事
業
費
は
約
46
億
円
。
平
成
16
年

に
は
新
宿
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
赤
坂
東

野
字
広
畑
地
内
か
ら
赤
坂
中
野
字
伏

木
田
地
内
ま
で
の
１
・
７
㌔
が
先
行

開
通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
残

り
の
中
野
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
赤
坂
中

野
字
伏
木
田
地
内
か
ら
赤
坂
東
野
字

前
田
地
内
ま
で
の
１
・
３
㌔
が
開
通

し
、
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

や
通
勤
が
さ
ら
に
安
全
に
な
り
、
沿

線
地
域
の
利
便
性
の
向
上
、
交
流
促

進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

開
通
式
に
は
、
関
係
者
約
70
人
が

出
席
。
渡
辺
宏
喜
県
土
木
部
長
が
式

辞
を
述
べ
た
あ
と
、
大
樂
村
長
が
あ

い
さ
つ
。
大
樂
村
長
、
増
子
輝
彦
参

議
院
議
員
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
和
太
鼓
ソ
ロ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
大
河
内
正
紀
さ
ん
が

太
鼓
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

さ
め
が
わ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
頭
に
パ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ド
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
通
し
た
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
の
中
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ン
ネ
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歩
き
全
線
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
を
祝
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

主催　鮫川村体育協会

期日　６月１６日（日）※雨天決行

部門　①男子フリー（年齢制限なし）…２.５㌔

　／②男子小学５・６年生…２㌔／③男子小学

　３・４年生…１.５㌔／④男子小学１・２年生

　…１㌔／⑤女子フリー（年齢制限なし）…

　２.５㌔／⑥女子小学５・６年生…２㌔／⑦女

　子小学３・４年生…１.５㌔／⑧女子小学１・

　２年生…１㌔／⑨親子（就学前の子どもと親、

　または祖父母）…０.７㌔

参加費　部門①～⑧…1,500円／部門⑨…2,500

 円／応援者などで焼き肉のみに参加する方…

　1,000円

申し込み　６月３日（月）までに参加費を添え

　て、村体育協会事務局（村公民館内）に申し

　込んでください。なお、部門①および⑤は60

　名、その他の部門は30名になり次第締め切

　りとなります。

　　村体育協会事務局（村公民館内）☎４９‐

　３１５１

問

　
　
　

二
十
期
緑
の
ふ
る
さ
と

　
　
　

協
力
隊
員
と
し
て
鮫
川

村
に
派
遣
さ
れ
た
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
神
奈
川
県
川
崎
市
（
藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
る
辺
り
）
出
身
の
遠
山

陽
子
で
す
。
大
学
で
は
、
有
機

農
業
を
や
っ
た
り
、
里
山
保
全

を
や
っ
た
り
、
食
育
を
勉
強
し

て
い
ま
し
た
（
実
は
女
子
大
出

身
で
す
）。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ム

づ
く
り
が
好
き
す
ぎ
て
卒
業
論

文
で
は
日
本
の
ジ
ャ
ム
の
歴
史

に
つ
い
て
調
べ
た
ほ
ど
ジ
ャ
ム

が
好
き
で
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
、
今

は
カ
メ
ラ
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
「
手
・

ま
め
・
館
」
を
中
心
に
鮫
川
村

で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
鮫
川
村
に
来
て
の
第
一

印
象
は
「
寒
い
」
で
す
。
特
に

私
が
鮫
川
村
に
や
っ
て
き
た
四

月
十
一
日
は
前
日
に
雪
が
降
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
夜
も
寒
さ
で

な
か
な
か
寝
付
け
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
今
は
追
加
し
て
い
た
だ

い
た
毛
布
と
持
参
し
た
湯
た
ん

ぽ
を
フ
ル
活
用
し
て
夜
は
ぐ
っ

す
り
眠
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

桜
の
花
が
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
ほ

ど
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
も

う
少
し
し
た
ら
湯
た
ん
ぽ
な
し

で
も
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
鮫
川
村
に
来

て
も
う
一
つ
思
っ
た
こ
と
は
車

の
運
転
速
度
が
速
い
で
す
。
超

が
つ
く
運
転
初
心
者
で
ペ
ー
パ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
私
は
常

に
田
ん
ぼ
や
林
に
突
っ
込
ま
な

い
よ
う
に
と
戦
々
恐
々
し
て
い

る
だ
け
に
ま
だ
あ
ま
り
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
走
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
皆
さ
ん
に
比
べ
る
と
速

度
も
だ
い
ぶ
遅
い
で
す
。
カ
ー

ブ
な
ど
も
中
央
線
を
超
え
て
曲

が
っ
て
来
ら
れ
る
と
焦
り
ま
す
。

そ
の
た
め
私
も
皆
さ
ん
も
安
全

第
一
の
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

鮫
川
村
に
来
た
ば
か
り
。
ま

だ
ま
だ
村
の
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、

よ
く
迷
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
て
三
日
目
に
役
場
と
ス
ー
パ

ー
へ
の
道
が
わ
か
ら
ず
三
時
間

弱
迷
子
に
な
っ
た
上
に
ス
ー
パ

ー
に
行
け
な
か
っ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
で
す
。
で
も
鮫
川
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
少
し
ず
つ
で
す

が
道
を
覚
え
ら
れ
て
き
た
は
ず
！

少
な
く
と
も
家
か
ら
役
場
に
行

く
道
は
迷
子
に
な
ら
ず
に
つ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
で
す
（
帰

り
道
は
途
中
で
よ
く
道
を
間
違

え
る
け
ど
…
）。
道
を
覚
え
る

こ
と
を
ま
ず
は
第
一
目
標
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鮫
川
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

安
全
性
、
利
便
性
の
向
上
を

１　子どもたちが元気よく旗を振りな
がらパレードをした／２　テープカッ
トを行い開通を祝う関係者

１

２

１

３

１．種まき作業の手伝いをしました
２．第20期緑のふるさと協力隊の遠
山陽子です。よろしくお願いします。

はじめまして、
緑のふるさと協⼒隊の遠⼭です。

４

２

３・４．村内の景勝地を回り、鮫川村
の魅力を体感しています（３．天狗
橋のカタクリ／４．強滝）

ｍｏｅ・ｒｙｏｋｕ／緑のふるさと協⼒隊・遠⼭陽⼦さんの鮫川村体験記

～興味は偉大なり～ Vol．１萌 力

第
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役
場
農
林
課
内
に

防
霜
対
策
本
部
を
設
置

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

芳
賀
元
治
さ
ん

行
政
相
談
委
員
に

須
藤
幸
子
さ
ん

ほ っ と ニ ュ ー ス

新たなスタートに胸膨らます
村内小・中学校で入学式

上 / 担任の先⽣とあいさつをする鮫川⼩の
  １年⽣
左 / 元気に返事をする⻘⽣野⼩の１年⽣

　村内小・中学校の入学式は、４月８日に各
校で行われました。今年は鮫川小に３１人（男
子２０人、女子１１人）、青生野小に２人（女子
２人）、鮫川中に３２人（男子１５人、女子１７人）
が入学しました。
　各小学校の入学式では、真新しいランドセ
ルを背負い、初めて小学校に登校した児童た
ちは、式で名前を呼ばれると元気な声で返事
をし、入学が許可されました。
　教室では、机に置かれた新しい教科書を手
にしながら、これから始まる小学校生活に期
待を膨らませていました。

　LinkTOHOKU主催、村共催の「鮫川村ロー
ドレース大会」は４月１４日、鹿角平観光牧
場をメイン会場に開催されました。大会には、
県内外から約１２０人が参加。牧場周辺の特設
コースでの個人やチームでのタイムトライア
ルレースで走力を競いました。

鹿角平の地でタイム競う
鮫川村ロードレース大会

　幻の米といわれる「農林２１号」を使用した

清酒「鮫川２１」が完成し、新酒お披露目会が

３月１８日、手まめ館で行われました。会には、

米を生産した西山成苗組合（高野博光組合

長）、醸造元の藤田屋本店（棚倉町）、大樂村

長らが出席。新酒の味を確かめました。

　さめがわこどもセンター（鈴木令子園長）
の入園式は４月９日、同センター体育館で行
われ、鮫川幼稚園に２８人、鮫川保育園に２９
人が入園しました。式では、保護者が見守る
中、園児一人一人が名前を呼ばれ、大きな声
で返事をしました。

　東白川郡森林組合（長田勝重代表理事組合

長）では４月４日、赤坂中野字真坂地内の村

有林に桜の苗木５本を植樹しました。

　今回の寄贈は、日影林対策による伐採後の

景観づくりのためにと同組合から申し出があ

ったものです。

　県立修明高等学校鮫川校（安部誠分校長）
の入学式は４月９日、同校体育館で行われま
した。式では、３８人の新入生一人一人が呼名
され、水野晴夫修明高等学校長が入学を許可
し、新入生代表の棚井隆毅さんが充実した高
校生活を送ることを誓いました。

村政TOPICS 村政TOPICS
 

村
で
は
、
４
⽉
５
⽇
付
で
農

林
課
内
に
防
霜
対
策
本
部
︵
本

部
⻑
・
⼤
樂
村
⻑
︶
を
設
置
。

霜
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

の
周
知
や
被
害
が
発
⽣
し
た
場

合
の
対
策
を
⾏
い
ま
す
。

 

農
作
物
に
被
害
が
発
⽣
し
た

場
合
は
、
防
霜
対
策
本
部
︵
☎

４
９
-３
１
１
４
︶
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

鮫
川
村
を
担
当
す
る
⾏
政
相

談
委
員
に
、須
藤
幸
⼦
さ
ん︵
⾚

坂
東
野
字
遠
ヶ
⻯
︶
が
総
務
省

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

 

任
期
は
平
成
25
年
４
⽉
１
⽇

か
ら
平
成
27
年
３
⽉
31
⽇
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

 
⾏
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
の
役
所
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
の
特
殊
法
⼈
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
⾒
、
要
望
を

受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
⾏

政
機
関
と
の
間
に
⽴
っ
て
、
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

⾃
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て

芳
賀
元
治
さ
ん
︵
渡
瀬
字
江
⻯

⽥
︶
が
村
と
⾃
衛
隊
福
島
地
⽅

協
⼒
本
部
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
委

嘱
式
が
４
⽉
10
⽇
、
役
場
村
⻑

室
で
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

 

任
期
は
平
成
25
年
４
⽉
１
⽇

か
ら
平
成
27
年
３
⽉
31
⽇
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

 

⾃
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
⾃

衛
隊
志
願
者
に
対
す
る
情
報
の

提
供
や
学
校
へ
の
募
集
協
⼒
の

促
進
、
⾃
衛
隊
の
広
報
活
動
に

対
す
る
⽀
援
な
ど
を
⾏
い
ま
す
。

今
後
、
芳
賀
さ
ん
に
は
、
⾃
衛

官
の
⼈
材
確
保
に
ご
協
⼒
い
た

だ
き
ま
す
。

幻の米を使った新酒が完成
新酒「鮫川21」お披露目

伐
採
後
の
景
観
づ
く
り
に

東
白
川
郡
森
林
組
合
が
桜
を
植
樹

３８人が高校生活に期待を寄せる
県立修明高鮫川校入学式

元気に遊ぼうね
さめがわこどもセンター入園式

関根スヱさんの白寿を祝う
大正 3年生まれ満99歳を迎える

　大正３年４月１６日生まれで満９９歳を迎え
た関根スヱさん（西山字水口）に同日、自宅
において大樂村長から白寿を祝う表彰状と祝
い金が手渡されました。「家族の支えに敬意
を表し、これからも健康に過ごすことを願いま
す」と大樂村長がお祝いの言葉を述べました。

１

乾
杯
す
る
出
席
者

元
気
に
園
歌
を
歌
う
幼
稚
園
児
た
ち

植
樹
を
す
る
組
合
員

誓
い
の
⾔
葉
を
述
べ
る
棚
井
さ
ん

役場前⽞関に看板を設置

⼤
⾃
然
の
中
を
駆
け
ぬ
け
る
選
⼿
た
ち

⼤
樂
村
⻑
か
ら
表
彰
状
を
受
け
る
関
根
さ
ん

須藤幸⼦さん
⾚坂東野字遠ヶ⻯ 160

☎ 49-2717

芳賀元治さん
渡瀬字江⻯⽥ 135

☎ 49-2426



俳　
　

句

木
蓮
や
白
さ
残
し
て
花
見
山

　
　
　
　
　
　
　

中
井　

恒
峯

放
心
に
猫
の
優
し
さ
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

寿
香

母
命
日
と
大
き
な
お
は
ぎ
貰
い
け
り

斎
須　

信
子

生
き
死
に
の
行
方
も
知
ら
ず
徘
徊
す

土　

竜　

庵

春
う
ら
ら
八
溝
の
麓
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

山
本　

恵
子

春
嵐
ト
タ
ン
屋
根
を
ば
吹
き
飛
ば
す

北
條
素
人
坂

下
校
時
の
道
草
覚
え
る
つ
く
し
ん
ぼ

前
田　

縫
子

渓
芽
吹
く
糸
垂
れ
る
人
ち
ら
ほ
ら
と

松
本　

精
一

村
境
過
ぎ
れ
ば
桜
花
ざ
か
り鈴

木　

米
子

先
駆
け
の
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
瑠
璃
浄
土

山
本
五
十
鈴

畑
に
も
出
て
耕
せ
る
力
あ
り
神
の
く
れ

た
る　

幸
せ
の
基

溝
井　

清
乃

順
応
は
生
き
て
る
故
に
あ
る
も
の
と
謝

し
て
畑
に
ゆ
け
る
か
今
日
も坂

本　

伊
紀

老
い
て
尚　

報
え
ん
も
の
と
思
い
つ
つ

心
に
し
る
す
善
意
の
一
つ

一　

平　

子

今
何
故
か
夢
に
出
で
く
る
凍
み
豆
腐
寒

き
に
作
り
し
夜
な
べ
の
厳
し
さ

石
井　

幸
子

庭
に
咲
く
ク
ロ
ッ
カ
ス
お
茶
目
に
揺
れ

て
い
る
私
の
心
を
読
み
取
る
如
く
に

須
藤
シ
ツ
エ

け
た
た
ま
し
百
舌
の
音
い
ず
こ
電
線
に

尾
羽
ね
を
巧
み
に
タ
ク
ト
の
如
し

松
本　

一
郎

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
式
は
賑
や
か
に
花
火

や
太
鼓
と
園
児
も
喜
ぶ

前
田
喜
三
子

巡
り
来
る
春
を
待
ち
つ
つ
針
仕
事
陽
の

差
す
縁
側
猫
が
寄
り
添
う

藤
田
千
代
子

雪
残
る
土
手
に
顔
出
す
蕗
の
と
う
夕
餉

の
卓
に
香
漂
わ
す

関
根
ハ
ナ
ヨ

花
便
り
放
映
さ
れ
る
も
我
が
里
は
蕾
の

固
く
い
つ
咲
く
の
や
ら

関
根　

富
久

す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
日
々
が
有
り
難

く
今
朝
も
佛
前
に
香
焚
き
祈
る

鷺
野
谷　

満

立
ち
込
め
る
花
粉
か
黄
砂
か
有
害
の
Ｐ

Ｍ
二
・
五
の
郷
野
覆
え
ぬ

板
橋　

源
良

古
井
戸
を
払
い
種
籾
浸
し
お
り
今
年
の

農
の
は
じ
ま
り
と
な
し

関
根
キ
ヌ
子

住
み
慣
れ
し
故
郷
の
我
家
は
跡
形
も
無

く
背
高
泡
立
草
の
中
に
沈
ん
で

矢
吹　

一
二

風
評
に
負
け
じ
と
資
材
申
し
込
む
農
魂

鼓
舞
し
て
仕
事
に
前
向
く

北
條　
　

平

BookBook
図 書 の 缶 詰
図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館（村歴史⺠俗資料館内）
☎ 49-3106

1213

牡
丹
雪
舞
う
露
天
風
呂
に
入
り
肩
に
輪

と
な
る
雪
を
た
の
し
む

鈴
木
イ
ミ
子

八
十
路
と
い
う
齢
を
越
え
来
て
些
か
に

決
ま
る
や
思
想
の
筆
を
走
ら
す

前
田　
　

初

十
三
参
り
孫
の
健
康　

賢
く
も
育
て
と

祈
る　

球
鈴
の
音

佐
藤　

春
枝

初
つ
ば
め
し
き
り
に
鳴
き
て
挨
拶
の
軒

場
に
匂
う
み
ど
り
の
季
節

矢
吹　

定
子

サ
ボ
テ
ン
も
棘
を
光
ら
す
季
節
な
り
内

に
孕
ま
す
小
さ
な
花
芽

須
藤　

幸
子

食
卓
を
賑
わ
す
も
の
は
旬
の
味　

籠
に

満
た
し
ぬ
初
採
り
の
菜
を

水
野　

珠
子

生
き
て
こ
そ
あ
る
愉
し
み
の
一
つ
か
な

訪
ね
て
み
た
り
久
々
の
友

関
根　

瑞
恵

短　
　

歌

A
K
IH
IR
O

SU
ZU

K
I

すずき・あきひろ●昭和 51 年１⽉⽣まれ。⾚坂東野
字蕨ノ草在住。東⽩⼯業㈱勤務。趣味は海釣り。「初
⼼忘るべからず」を⼼掛ける。

　

最
近
、
ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ

ろ
、
両
親
や
祖
父
母
に
叱
ら
れ
た
と
き

に
言
わ
れ
た
言
葉
「
昔
は
ね
、
今
よ
り

も
っ
と
不
便
で
、
そ
れ
は
そ
れ
は
苦
労

し
た
ん
だ
よ
」
と
。
こ
の
「
昔
は
ね
、

○
○
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
、
言
わ
れ
た

子
ど
も
時
代
の
私
は
、「
そ
ん
な
昔
の

こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
言
わ
れ
て

も
時
代
が
違
う
し
、
別
に
い
い
や
」
と

右
か
ら
左
に
聞
き
流
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
子
ど
も
を
持
つ
親
と
な

り
、
叱
る
と
き
に
つ
い
言
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。「
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ

ろ
の
昔
は
ね
」
と
、
口
癖
の
よ
う
に
。

そ
ん
な
と
き
に
、
私
は
「
あ
っ
、
両
親

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
叱
っ
て
い
る
な
。

も
し
や
子
ど
も
は
あ
の
こ
ろ
の
私
の
よ

う
に
右
か
ら
左
に
聞
き
流
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
昔
は
ね
」
と
言
っ
て

し
ま
う
の
か
と
考
え
た
ら
、
そ
れ
は
私

や
両
親
た
ち
が
経
験
し
て
き
た
確
か
な

現
実
が
過
去
に
あ
り
、
そ
の
な
か
で
得

た
感
動
や
教
訓
を
ど
う
に
か
し
て
子
ど

も
に
伝
え
た
い
の
だ
ろ
う
と
。
昔
の
話

だ
っ
て
大
切
で
、
き
っ
と
未
来
へ
繋
が

る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
す
。

　

時
代
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
早
す

ぎ
て
す
ぐ
今
も
昔
に
な
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
無
理
を
し
て
つ
い
て
い
く
の
で

は
な
く
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
進

む
の
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
昔
を
振

り
返
り
な
が
ら
。
だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
な

鮫
川
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

次
は
、⼩
松
敏
明
さ
ん︵
渡
瀬
字
⼤
⼾
中
︶に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

178村民【随想】リレー

鈴木章弘さん

今も昔に

海賊と呼ばれた男 上・下
（百田尚樹著、講談社）

敗戦国日本、石油
を武器に変えて世
界と闘った男、出
光興産の創業者・
出水佐三をモデル
にした歴史経済小
説。自己のためで

はなく、社員のため、国のため、自
分を信頼してくれる人を裏切らない
という自らの信念を貫き通した男の
生涯です。

み ん な の ペ ー ジ

個
人
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

たすけあいネット・さめがわ
清⽔国明会⻑／会員39名

　

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
・
さ
め
が
わ
は
、
地
域

の
防
災
活
動
や
緊
急
事
態
発
生
時
の
支
援
、
ま

た
、
被
災
地
の
復
興
支
援
や
福
祉
活
動
を
通
し

て
「
た
す
け
あ
い
の
精
神
」
を
養
い
、「
支
え

合
う
村
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
被
災
地
で

の
が
れ
き
撤
去
や
傾
聴
、
村
内
景
勝
地
の
美
化

活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い

う
思
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、
手
段
が
分
か
ら
ず

で
き
な
い
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
情

報
提
供
や
窓
口
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
動
き
や

す
く
な
れ
ば
と
、
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
継
続
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
そ
の
た
め
に
個
人
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
根
差
し
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

さ

る

め

集

が

い

わ

11

を

彩

■

シルバー川柳
[(社 )全国有料老人ホーム協会著、
ポプラ社]

　「誕生日ローソク
吹いて立ちくらみ」。
物忘れ、医者通い、
ビミョーな夫婦関
係、悩める老後は
笑って過ごすのが
イチバン！シニア
世代を中心とした

人生の達人たちによる傑作川柳88
句です。

第３⼟曜⽇は 家族一緒に読書の日



1415

　
　
　

製
品
と
は
違
っ
た
味
と
コ
シ

　
　
　

を
楽
し
め
る
「
手
打
ち
う
ど

ん
」。
都
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
で

指
導
者
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
名
人

が
矢
吹
一
二
さ
ん
で
す
。

　

五
十
代
で
本
格
的
に
始
め
た
と
い

う
一
二
さ
ん
は
、
本
で
基
本
を
学
び

経
験
を
重
ね
て
加
減
を
し
な
が
ら
技

術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
主
に
三
つ
。

一
つ
目
は
、
生
地
を
丁
寧
に
何
回
も

踏
む
こ
と
。
踏
み
方
が
足
り
な
い
と

茹
で
た
際
に
、
麺
が
切
れ
し
ま
い
ま

す
。
二
つ
目
は
、
大
鍋
に
湯
を
た
っ

ぷ
り
張
り
、
よ
く
沸
騰
さ
せ
て
か
ら

約
二
人
前
ず
つ
茹
で
る
こ
と
。
そ
し

て
、
三
つ
目
は
茹
で
た
麺
を
水
で
冷

や
し
、
き
れ
い
に
も
む
こ
と
で
す
。

こ
の
も
み
方
で
も
味
が
変
わ
る
と
い

い
ま
す
。

　

同
じ
材
料
と
方
法
で
も
、
打
つ
人

に
よ
っ
て
味
が
変
わ
る
と
話
す
一
二

さ
ん
。「
う
ど
ん
は
形
だ
け
で
な
く
、

心
で
打
つ
も
ん
で
す
。
心
が
入
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
味
が
変
わ
り
ま

す
」
と
、
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
は
じ
め
て
の
人
で
も

楽
し
み
な
が
ら
で
き
、
人
と
人
と
の

交
流
の
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
、
う
ど
ん
打
ち
体
験
の
指
導

を
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
に
気

付
い
た
と
い
い
ま
す
。

使い込んでいるのし棒とお⼿
製のこね鉢。多くの⼈に⼿打
ちうどんを振る舞っています。

東京からのツアー参加者にう
どん打ちを教える⼀⼆さん。
皆さん、笑顔が絶えません。

うどん打ち名人

⽮吹⼀⼆さん
やぶき・かずじ／⾚坂⻄野字仁⽥在住／ 84歳

味とコシの決め手は心。
うどんは形ではなく、心で打つ

　

平
成
二
十
五
年
度
の
青
生
野
小

学
校
は
、
長
井
友
莉
花
さ
ん
と
澤

口
楓
佳
さ
ん
の
二
人
の
入
学
生
を

迎
え
十
三
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

四
月
八
日
の
入
学
式
で
は
、
自

分
の
名
前
を
呼
ば
れ
て
二
人
と
も

元
気
い
っ
ぱ
い
に
返
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓

の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
お
祝
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

青
生
野
小
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
全
校

生
で
朝
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
奉
仕

の
精
神
も
取
り
入
れ
、
み
ん
な
で

玄
関
や
廊
下
、
階
段
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。

　

五
月
三
十
日
に
は
、「
５
３
０

（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
」
と
称
し
、

今
年
度
初
め
て
通
学
路
周
辺
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
周
り
を
き
れ
い
に
す
る
と

心
も
体
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
！
気
持
ち

よ
く
生
活
で
き
ま
す
。

（
文
・
写
真
／
青
生
野
小
学
校
）

青生野小学校編

（103）

み ん な の ペ ー ジ

若者の広場 № 101

宗⽥亜美さん

行
き
た
い
と
思
え
る
遊
び
場
や
空
間
を

そうた・あみ
平成５年３⽉21⽇⽣まれ 20歳
Ｂ型 おひつじ座
趣味は美容グッズ集め、ダイエット
⾚坂中野字宿ノ⼊在住

既
■今、夢中になっていること

　は何ですか？

　　「女子会」をやっていま

　す。最近では、母と２人で

　カフェに行っていろいろな

　話をしたりしています。

■これから新たにやってみた

　いことや目標はありますか？

　　夏に美容師の国家試験を

　受けますが、それ以外にも

　メイクやエステなどの美容

　系の資格を取りたいと思い

　ます。将来は、実家の美容

　室を継いで母と一緒に癒し

　を与えられるような美容室

　にしていきたいです。

■村に住んでいて感じること

　や現在の村について思うこ

　とはありますか？

　　歩いて登下校する子ども

　が少なくて、道路であまり

　人を見かけなくなりました。

　私が小さかったころよりも

　子どもが少なくなって、人

　口が減ったように感じます。

■これからの鮫川村に望むこ

　とはありますか？

　　今まであったものを整備

　したり磨いたりして、観光

　名所や人が集まれるような

　場所をつくってほしいです。

　下校した子どもたちが行き

　たいと思えるような遊び場

　や空間があればいいですね。

■

青
生
野
小
、２
人
が
入
学

朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

新⼊⽣２⼈を迎えての集合写真 むらの

Vol.10

　次は五十嵐彩未さん（赤坂中野
字新宿在住）の予定です。

上・右…朝の清掃活動をする児童たち
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26
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

　

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
方
／
②
人

　

事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

　

あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
申
し
込
み
…
６
月
24
日

　
（
月
）
〜
７
月
３
日
（
水
）
▼

　

郵
送
ま
た
は
持
参
申
し
込
み

　

…
６
月
24
日
（
月
）
〜
６
月

　

28
日
（
金
）

　
　

人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０

　

２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　

／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係
☎
０
２
２
‐
２

　

６
３
‐
１
１
１
１

案
内

講
師　

さ
め
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク

　

ラ
ブ
、
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
大
好
き
苦

　

楽
部

申
し
込
み　

５
月
17
日
（
金
）

　

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、

　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎

　

４
９
‐
３
１
５
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

４
９
‐
３
１
５
２
）
ま
た
は

　

さ
め
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
（
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

　

ン
タ
ー
内
／
☎
４
９
‐
３
２

　

９
５
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
に
電
話

　

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
☎

　

４
９
‐
３
１
５
１

i
　

村
人
権
擁
護
委
員
の
津
田
彰

夫
さ
ん
、
水
野
き
よ
子
さ
ん
、

齋
藤
實
さ
ん
が
人
権
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
（
月
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

村
公
民
館

　
　

村
住
民
福
祉
課
福
祉
係
☎

　

４
９
‐
３
１
１
３

　

全
国
大
会
以
上
の
体
育
大
会

に
出
場
す
る
個
人
お
よ
び
団
体

に
対
し
て
、
次
に
よ
り
激
励
金

を
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
大
会　

全
国
大
会

　

以
上
の
体
育
大
会
。
た
だ
し
、

　

フ
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
の
大
会

　

や
予
選
の
な
い
大
会
へ
の
出

　

場
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
▼

　

村
内
に
住
所
が
あ
る
方
▼
村

　

内
に
住
所
が
あ
る
方
で
構
成

　

さ
れ
て
い
る
団
体
▼
村
立
の

　

小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

申
請
方
法　

次
の
提
出
物
を
村

　

教
育
委
員
会
教
育
課
に
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
出
場
す

　

る
大
会
要
項
▼
県
大
会
お
よ

　

び
東
北
大
会
の
結
果
表

そ
の
他　

激
励
金
の
給
付
は
、

　

年
度
内
１
人
（
１
団
体
）
当

　

た
り
１
回
で
す
。

　
　

村
教
育
委
員
会
教
育
課
生

税
務
職
員(

高
校
卒
程
度)

を
募
集
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
（
高
校
卒

業
程
度
）」
を
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
税
務
署
な
ど

に
お
い
て
調
査
や
徴
収
、
検
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

９
月
８
日
（
日
）

受
験
資
格　

①
平
成
25
年
４
月

　

１
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校

　

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

　

業
し
た
日
か
ら
３
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
方
お
よ
び
平
成

nformationi 情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

住⺠福祉課
 健康係     49-3112
 住⺠係・福祉係 49-3113
農林課      49-3114
企画調整課    49-3115
地域整備課
 建設係     49-3116
 環境係     49-3196
農業委員会    49-3197
議会事務局    49-3198
出納室      49-3199

【その他の機関】
教育委員会    49-3151
図書館（歴史⺠俗資料館内）
         49-3106
農業者トレーニングセンター
         49-3295
学校給⾷センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）     29-1010
国保診療所    49-2028
ほっとはうす・さめがわ
         48-2555
⼿･まめ･館    49-2556
⼭王の⾥     48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　防災無線でむし歯

予防を呼びかけます。

５月の担当は

青生野小学校
保健・給食委員会

　澤口琴音さん（４年）
　岡部梨音さん（４年）
　岡部陽斗さん（３年）

　棚倉消防署鮫川分署へ３月１５日に高規格救急車、
４月１日付で救命救急士２人が配置されました。
 高規格救急車は救命救急士が行う特定行為に必要な
資器材を積載した救急車です。
 また、特定行為には気管内挿管や静脈路確保、薬剤
投与などがあり、医療行為の幅が広がります。さらに、

患者の観察や医療
機関の選定などが
さらに適切になり
ます。これらによ
って、命が助かる
確率が上がること
が期待できます。

　　棚倉消防署鮫川分署☎４９－２１１９

問

　
「
平
成
25
年
度
鮫
川
村
ふ
る

さ
と
の
四
季
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

「
保
健
ご
よ
み
」
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
に
訂
正

し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

村
住
民
福
祉
課
健
康
係
☎

　

４
９
‐
３
１
１
２

　

涯
学
習
係
☎
４
９
‐
３
１
５

　

１

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償

に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る
巡
回

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
事
前
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　

５
月
９
日
（
木
）、
16

　

日
（
木
）、
23
日
（
木
）
午

　

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
50

　

分
場
所　

白
河
商
工
会
議
所

予
約
受
付
番
号　

☎
０
２
４
‐

　

５
２
３
‐
１
５
０
１
（
平
日

　

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　

５
時
15
分
ま
で
）

　
　

県
南
地
方
振
興
局
☎
０
２

　

４
８
‐
２
３
‐
１
５
２
４

特
設
人
権
擁
護
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

き
ま
す
の
で
、
必
ず
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
取
り
扱
っ

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
県
南
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
部
☎
０
２
４
８
‐
２
３

　

‐
１
５
１
９

問

実
施
日　

５
月
26
日
（
日
）

場
所　

安
達
太
良
山

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
の
全

　

村
民　

※
小
学
１
年
生
か
ら

　

３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

参
加
費　

▼
さ
め
が
わ
ス
ポ
ー

　

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
…
中
学
生
以

　

上
２
５
０
０
円
／
小
学
生
１

　

５
０
０
円
▼
非
会
員
…
中
学

　

生
以
上
３
０
０
０
円
／
小
学

　

生
１
７
０
０
円

棚倉消防署鮫川分署からのお知らせ
救命救急士・高規格救急車配備

原
子
力
損
害
賠
償
の

巡
回
法
律
相
談
を
実
施

募
集

i

問

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜

間
・
休
日
を
問
わ
ず
、
全
て
の

時
間
帯
に
お
い
て
納
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
銀
行
な
ど
の
金
融
機

関
や
郵
便
局
か
ら
の
納
付
も
で

問

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
金
）
で
す

登
山
講
座
参
加
者
募
集

問

ふ
る
さ
と
の
四
季
カ
レ
ン
ダ
ー

｢

保
健
ご
よ
み｣

の
一
部
訂
正

問

体
育
大
会
出
場
者
に

激
励
金
を
給
付
し
ま
す

問

訂
正

i

■６～７カ月児健康相談の正誤表

実施日
対象のお子さん

誤 正

５月27日(月) 平成24年月12月・平成25年１月生まれ 平成24年10月・11月生まれ

７月29日(月) 平成25年２月・３月生まれ 平成24年12月
・平成25年１月生まれ

９月30日(月) 平成25年４月・５月生まれ 平成25年２月・３月生まれ
11月25日(月) 平成25年６月・７月生まれ 平成25年４月・５月生まれ
１月27日(月) 平成25年８月・９月生まれ 平成25年６月・７月生まれ
３月24日(月) 平成25年10月・11月生まれ 平成25年８月・９月生まれ

鮫川村仮設焼却炉監視委員を募集

　環境省が設置する仮設焼却炉の稼働に対して、焼却
炉の安全運転の確認と関係機関が情報を共有すること
を目的に仮設焼却炉監視委員会を設置しました。それ
に伴い、次により各行政区から１名ずつ仮設焼却炉監
視委員を募集します。
任務　①月１回開催する監視委員会会議への出席／②
　５班編成での仮設焼却炉周辺の空間線量測定（毎週
　金曜日実施）／③事業者が実施する排ガスの放射性
　セシウム濃度測定の立ち会い／④空間線量などの測
　定結果の公表
任期　仮設焼却炉実証事業が終了するまで（20カ月
　間を予定）
応募要件　鮫川村に居住し、平日の日中に実施する監
　視委員会会議および測定業務に参加できる方
応募方法　５月１４日（火）までに役場地域整備課に
　ある応募用紙に記入し、応募してください。なお、
　応募者が多数の場合は、行政区ごとに１名ずつ抽選
　となります。
　　村地域整備課☎４９－３１５１

■今月の納税　　　　　　　　
　固定資産税：第１期
 ※納期限：５⽉3１⽇(⾦)

問

問

◎環境省からのお知らせ
　環境省では、仮設焼却炉の安全確保、緊急時の対応、
情報提供・公開などの事業に関する情報を、環境省ホー
ムページに掲載していますので、ご覧ください。
（http://shiteihaiki.env.go.jp/）

８ 日 は 歯

の

日
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■社会福祉事業のために[金員]……矢吹
　博（大塩) 菊地吉雄(下) 田子宣広(酒垂)
　芳賀登(田苗下) 下重守(田尻)
■景観づくりのために[桜苗木]…湯坐和
　彌（真坂）

口

情報ＢＯＸ PLUS

暮らしのカレンダー
⽇ ⽉

５ こどもの日 ６ 振替休日

　和田医院(棚倉町)

　☎33-2012

●鮫川ふるさと春まつり

東舘診療所(矢祭町)

☎ 46-3165

●図書館休館日

●トレセン休館日

12 13
　大木医院(棚倉町)

　☎33-2424
●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・
　お母さんの口腔健康相
　談…13:30～／塙厚生
　病院

19 20
　金澤医院(矢祭町)

　☎46-2312
●図書館休館日

●トレセン休館日

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●農業委員会総会

26 27
　東白川中央医院(棚倉町)

　☎ 33-3263

●青生野小学校・青生野区民大運動会

●図書館休館日

●トレセン休館日

●６～７カ月児健康相談
　…9:30 ～ [保]

２ ３
　おおひら整形外科クリニック(棚倉町)

　☎33-9468
●図書館休館日

●トレセン休館日

⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟

５/１ ２ ３ 憲法記念日 ４ みどりの日

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館休館日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

木村医院(矢祭町)

☎ 46-3528

●図書館休館日

●トレセン休館日

●鮫川ふるさと春まつり

あらまちクリニック
(棚倉町)

☎ 33-8018

●鮫川ふるさと春まつり

７ ８ ９ 10 11
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

14 15 16 17 18
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●やまゆり保育室[こ]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●鮫川小学校
　春季大運動会

21 22 23 24 25
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

● 10 カ月児健診・お母
　さんの口腔健康相談
　…9:30 ～ [保]

● 1歳６カ月児健診・3歳
　児健診…13:30～[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり乳児室[こ]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

28 29 30 31 6/１
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●固定資産税納期限

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館休館日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

⼈の
動き

４/1 現在・（　）は前月比

⼈⼝ ３,942⼈ （－38）
（－17）
（－21）
（－  6）

 ⼥
1,974⼈ 男
1,968⼈

世帯 1,151⼾

寄付
寄贈

３月受理分・敬称略

※お誕生 ・ おくやみ ・ 寄付欄への掲載を希望

　 されない方は、届け出の際に申し出てください。

●編/集/後 /記

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

i 医＝休日当番医   [歴]＝歴史民俗資料館   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [ほ] ＝ほっとはうす ･ さめがわ   [こ]＝こどもセンター

May

５

医

医

医

医

医

※⾏事などの⽇程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

３月届け出分・敬称略

医

加
かとう

藤　芽
め

唯
い

・女
平 25.3.2 生
住所…世々麦
保護者…雄輝・由紀子

関
せきね

根　颯
そ

来
ら

・男
平 25.3.9 生
住所…大平
保護者…善広・かおり

お誕⽣

３月届け出分・敬称略

■今回の取材を通して、図書館は読書や
勉強をするためだけの場所ではないこと
を実感しました。皆さんは図書館をどの
ように利用しますか。自分に合った利用
方法を見つけてみてはいかがでしょう
か。■小学１年生が自分の図書貸出券を
作って大喜びしていました。「これを持っ
ているとテンションが上がるんだ」と話
す子も。お母さんの図書貸出券で借りる
ときとは違った、特別なワクワク感があ
るようです。　　　　　　　　　 (前田)

住　所 　氏　　　名 　月日 　年齢
　下　 　菊地　留吉 　3.13 　92歳
酒　垂 　田子　金夫 　3.17 　77歳
葉　貫 　小林美枝子 　3.19 　43歳
田苗下 　芳賀　ミイ 　3.21 　89歳
田　尻 　下重マスミ 　3.27 　83歳

医 医




